
会議録様式 

審議会名 令和６年第１回杉戸町国民健康保険運営協議会 

開 催 日 時 令和６年２月１日（木）午後１：３０～午後２：３８ 

開 催 場 所 杉戸町役場 第二庁舎 ２階 第１・第２会議室 

会議の議題 

議題 

（１）令和５年度杉戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）(案)

について 

（２）令和６年度杉戸町国民健康保険特別会計予算(案)について 

（３）国民健康保険税の課税限度額の引き上げについて 

（４）国民健康保険税率（額）の見直しについて 

（５）多子世帯減免制度の終了について 

その他 

（１）第２期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施計画につい

て 

（２）保健事業の報告について 

公開・非公開

の別 

公開 ・ 非公開（公開の場合傍聴者数４人） 

（非公開の場合理由） 

出席委員氏名 

石原千波委員、小島和夫委員、小島俊子委員、小林保雄委員、 

鈴木恵子委員、伊藤大助委員、日下部一義委員、齊藤浩太郎委員、 

髙﨑勇委員、高橋司委員（１０名） 

報告の概要 

１ 審議事項 

議題 

（１）令和５年度杉戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）(案)

について 

（２）令和６年度杉戸町国民健康保険特別会計予算(案)について 

（３）国民健康保険税の課税限度額の引き上げについて 

（４）国民健康保険税率（額）の見直しについて 

（５）多子世帯減免制度の終了について 

その他 

（１）第２期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施計画につい

て 

（２）保健事業の報告について 

２ 主な意見・質疑 

  別紙のとおり 



３ 審議結果 

（１）全員一致で原案どおり承認されました。 

（２）全員一致で原案どおり承認されました。 

（３）全員一致で原案どおり承認されました。 

（４）資料の説明、質疑応答 

   次回の会議で事務局案が提示されるため、引き続き審議すること

を決定。 

（５）資料の説明、質疑応答 

   次回の会議で事務局案が提示されるため、引き続き審議すること

を決定。 

 

 

会  長               

 

署名委員               
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別紙 

【主な意見・質疑等】 

 

審議事項 

（１）令和５年度杉戸町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）(案)について 

 

●傷病手当金を９０万円減額、併せて歳入の県支出金も減額に関して、新型コロ

ナウイルス感染症が５類に移行したためとの説明があったが、実際の支給額はど

のくらいあったのか。 

 

（事務局） 

令和２年度が１件、２万３，３３２円、令和３年度が２件、９万１，２２３円、

令和４年度が１６件、４９万４，１７３円、令和５年度は今のところ、２件、３

万２０４円となっています。 

 

 

（２）令和６年度杉戸町国民健康保険特別会計予算(案)について 

 

●保険税や県支出金の減などが見込まれる中で、歳出においても、今後見直しが

必要かと思いますが、町の見解は。 

 

（事務局） 

御説明したとおり、令和６年度は一般会計から多額の繰り入れにより編成して

います。このため、国民健康保険税の見直しはやむを得ない状況です。 

支出をなるべく抑える方法も考えていきますので、税率の見直しに合わせ、御

協議をお願いしたいと思います。 

 

●歳入、県支出金６，９００万円減の理由において、普通交付金６，２００万円

減とあるが、７００万円合わない。理由は。 

 

（事務局） 

普通交付金のほかに、町の取組等に対して交付される特別交付金が７００万円

減となっています。 

 

 

 

 



 

（３）国民健康保険税の課税限度額の引き上げについて 

 

   意見・質疑なし 

 

 

（４）国民健康保険税率（額）の見直しについて 

 

   意見・質疑なし 

 

 

（５）多子世帯減免制度の終了について 

 

●１３５万円が大きいか小さいか別として、少子化の状況の中で、町として子ど

もを持っている家庭を軽減してあげるという考えもあってもいいのではないか。 

 

（事務局） 

平成３０年当時は、子どもに対する軽減制度がなかったため、多子世帯減免を

始めたが、令和４年４月から未就学児の均等割保険税の５割軽減がはじまったこ

と、また、国の通知で法定外繰入金により軽減する場合は赤字とされたこと、さ

らには、県内で減免をおこなっている市町村は１１団体であること等により、今

後の保険税統一を見据え、議題として出させていただいきました。 

なお、少子化対策については、町全体で考えていきたいと考えています。 


